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2023年、あけましておめでとうございます。

若久緑園園長 中村隆

新型コロナウイルスの第8波の感染力の強さは福岡県下においても障がい者施設の複数でクラスターが起きた

中で、若久緑園においても11月中旬に感染者が出て第7波に続き、2回目のクラスターとなって対応してきたとこ

ろです。いつまでこの状況が続くのか不安もある中での2023年初春となります。少しずつ社会情勢も変わってい

くことになるでしょうが、生活の場である入所施設、グループホームは難しい判断が続くことになります。学校や

行政機関等との連携のおいて色々とご理解ご協力をお願いすることになるかと思います。

当法人及び若久緑園を取り巻く状況も大きく変革していく年になります。法人の役員体制の刷新、障がい児施

策がこども家庭庁へ移管されることも含め、激動の予感です。また昨年は国連が日本の特別支援教育に勧告が

なされました障がい児を含む地域社会における自立した生活（脱施設化）とインクルーシブ教育に緊急的な措置

を取るべきとの見解がなされました。日本で積み上げてきた特別支援教育の土台も含め、大きなパラダイム変換

に差し掛かっているといえます。

若久緑園においても小規模化の流れの中で定員が少しずつ減少しており、現在定員50名となっています。施設

の在り方としての地域拠点化、社会福祉法人としての地域貢献を念頭に置いた展開が求められるところです。子

ども施策の中に障がい児施策がしっかりと位置づけされることで社会的養育養護の施策で置き去りになった部

分の解消が期待されるとともに、これまで培ったノウハウや移行支援も含めての障がい者支援との連携の継続

も求められるところです。

また当園の権利擁護の取り組みして3年目となる児童アンケートを実施しながら、子どもたちの意見表明を保障

し暮らしの中での意見が反映できるようにしてきました。子どもの意見表明についてはアドボカシーシステムの構

築について国の課題ともなっており、なお一層のボトムアップをしていく年になるかと考えております。

主体は子どもたち利用者の方々です。私たちの取り組みの中で忘れてはいけない視点です。コロナ禍によって

分断されてきたアウトリーチの活動も少しでも再開できる1年になればと思います。地域の中に根差す施設運営

の取り組みがしたくてもできないジレンマを発散できるタイミングをみながら、子どもたち、利用者の方ともども触

れ合う機会ができるようにしていきます。

ネガティブなニュースに溢れて、細部に神経質になりがちな世の中になっている印象ですが、ホリスティック・

ビュー（全体的、包括的に観る視点）を忘れずに取り組んでいきたい。そんな2023年初春です。今後ともよろしく

お願いしたします。
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1月
Happy New Year

10月
ハロウィン

10月
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9月 お月見団子作り

10月 アイス企画

10月 ハロウィン企画

フラワーアレンジメント

エアホッケー対決

チカバルーン遊び

空港へドライブ

＼はやくたべたい…／
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お宝さがし中...

※加工アプリです

クイズを解いてお宝を探そう！

＼衣装たくさん！／

照葉では、毎月楽しいイベントを

職員で企画して実施しています！

／どれ着ようかな～＼
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大爆笑

日常風景

怖いよ～早くあっちに行こうよ！

Halloween

ハロウィン当日は、仮装をして

園内を歩き回りました！

「トリックオアトリート！」と

言って、お菓子をたくさんも

らったよ♪

トリックオアトリート！！

ソフトクリームの移動販

緑園グラウンドにソフトク

リームの移動販売車が来まし

た！！

みんなキラキラ目を輝かせて、

好きな味やトッピングを選ん

でいました！

おいしそ～！！

まだかな～まだかな

運動会がんばったよ！

こいのぼりが泳いでる～！

フラワーアレンジメント

楽しかった♪すやすや...

見てみて～！！

双葉寮
ふたばりょう
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１０月の園内研修では、他事業所のクラスター例事などを基に

話を伺うことができました。緑園内でコロナウイルスが流行し

た際の対応で良かった点、悪かった点をより具体的に把握する
ことができました。

演習では、最初に緑園職員が吐物処理を行いました。その後、

お手本で中村先生に吐物処理をして頂きました。吐物処理の違

いを比較し、適切な吐物処理の方法を間近で見て学ぶことが出
来ました。
今回の研修を通して、日々の手洗い、手指消毒、設備の消毒
など普段意識しているようで見落としている点も多く、改めて
重要性を学びました。今後は園内研修で学んだことを忘れない
為にも定期的に振り返りを行い、各職員が感染症予防への意識
を高め、再度同じ状況にならないように気を付けて行きます。
中村先生、貴重なお話をありがとうございました！

令和４年度 若久緑園 園内研修

講師：社会福祉法人恩賜財団済生会大牟田病院 感染症看護専門看護師/感染管理認定看護師 中村友美 氏

今年もコロナウイルス対策として登校の自粛や帰省・外出の規制など子ども達に我慢してもらう場面が多くあ

りました。そんな中、様々な方々、企業様からのご支援（寄付など）を頂きました。心温まるお気持ちを頂き、

子ども達、職員もこの期間を笑顔で乗り切ることができました。いつも支えていただき本当にありがとうござ

います！

ハロウィーン企画

「フラワーアレンジメント」を教えていただきました！


